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1． 研究計画の概要 
 
宗教思想古典文献を読解し、その研究成

果を生かして、単に従来からある全文一字
検索に止まることなく、典拠や語彙の究明
に有機的に二次利用できるようなデータベ
ース構築を試みる。 
 
 
２．研究の進捗状況 
 
初めの二年間は、主に研究に必要な設備

の充実や資料の収集に費やし、併せて宗教

思想文献の読解に努めつつ、データベース

作成に適する資料の予備的選定を行ってい

た。この二年間の科学研究費補助金により、

必要な設備資料等はほぼ収集することがで

きた。よって、昨年よりデータベースを作

成する対象予定の心性思想文献を決定し、

それに対してTEIタグセットによるXMLマ
ークアップを開始した。その結果、一応完

成のめどを立てる事ができた。そこで、昨

年よりデータベース構築に向けて同時に、

個人的に京都大学漢字情報研究センターに

出向き、同センター守岡知彦助教より、デ

ータベース構築のために必要と考えられる

専門的知識の供与をうけつつ、具体的な情

報処理知識の習得につとめている。具体的

にはXEmacs-Chiseをプラットホームとする

Elisp言語による漢字情報処理技術である。

この技術により所謂ユニコード番号を振ら

れていない、どのような文字でもその文字

情報の表示・操作を可能にすることができ

る。また、このシステムに内蔵されている

Chiseデータベースにより漢字情報を効率的

に管理・使用することができる。よって、

本年度は、引き続き専門的知識の供与を受

けつつ、実際にデータベース構築に向けて

の作業を行う予定である。 
今回このデータベース構築ではまだそれ

程完成度の高いものではなく、実験的な段階

に止まる可能性が高いが、それでもデータ

ベース完成の際には、古典文献読解の成果

である典拠の究明や語彙の確定について、

効率的に再利用できるようになる道が開か

れると考えられる。 
 
 
 
３．現在までの達成度 
 
②おおむね順調に進展している。 
 
理由 
思想内容の重層性を持つ、適当な宗教思想
文献を選定し、それに対してほぼ TEI タグ
セットに基づく XML マークアップをほぼ完
了した。今後は、具体的にデータベース構
築に向けて研究を推進していく予定であ
る。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
ほぼ完成状態にあるマークアップを施し

た XMLファイルを基にして、具体的にデータ
ベースを作成する。これから、データベー
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スの仕様などについて検討を始め、仕様等
について決定した後に実際のコーディング
を行う予定である。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
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